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県土整備部 まちづくり課

1

街路整備事業とは…
○ 街路整備事業は、計画的なまちづくりを行うために定められた都市計

画道路の内、主として市街地とこれに隣接する地域において行うもので、

活力ある都市づくり、安全で安心できる市街地の形成を目的としている。
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（様式3） 

公共事業新規評価調書（整備系） 

 

部 名 県土整備部 
記 入 

責任者 

まちづくり課  課 長 天本 貴子 

唐津土木事務所  所 長 岸川 俊介 

 

事 業 

区 分 
生活関連 

事 業 名 地区名等 

総事業費 

（下段工事費） 

１，１５０百万円 

(１，１００百万円) 街路整備事業 
都市計画道路 

大手口佐志線(５工区) 

事 業 地 着工予定年度 完成予定年度 

唐津市二タ子1 丁目 令和 ５ 年度 令和 １３ 年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

当事業箇所は、通勤通学時には多くの自転車・歩行者

が通行するが、歩道が無く、自動車と輻輳し危険な状態

である。また、沿線には電柱が立ち並び、通行空間及び

景観の阻害要因となっているとともに、大規模災害が起

きた際には、電柱等が倒壊することにより道路が寸断し、

第一次緊急輸送道路としての機能を果たすことができな

い。 
このため、自転車歩行者道の整備及び無電柱化を実施

することで、通行空間の安全性・快適性の確保、良好な

景観の形成及び第一次緊急輸送道路としての機能を確保

する。 

事業延長  Ｌ＝２８０ｍ 
道路規格  第４種第２級 
道路幅員  Ｗ＝６．０（１８．０）ｍ 
歩道幅員  Ｗ＝４．５ｍ×２（両側） 

評価の視点 評 価 内 容 評 価 

（１）位置づけ 各部の施策に関する方針等（県土整備部基本方針に位置付けあり(都市基盤の整備と

利活用の推進)）                                                    （10点） 

A  

（80 点） 

・都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ（県の都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝに位置付けあり）         （40 点） 

・都市計画道路の種類(幹線街路)                                  （10 点） 

・地域の課題への貢献度（医療・保健・福祉・教育施設等の公益施設に関連する道路） 

（20 点） 

（２）必要性・効果 ・費用対効果（(B/C) （1.1） 〔1.0 以上～2.0 未満〕                  （30 点） 

・歩行者・自転車等の交通量（歩行者149 人/日、自転車135 台/日） 

〔歩行者500 人/日未満、かつ自転車500 台/日未満〕              （ 0 点） 

・歩行者・自転車道の設置状況（設置されていない）                 （10 点） 

・幅広歩道自転車道の整備（3m以上～6m未満で整備する）            （10点） 

・電柱類地中化等計画（地下埋設物(電線類)計画あり）                     （20点） 

B  

（70 点） 

（３）実施環境 ・県民･市民との協働 （要望に配慮した事業）                            （20 点） 

・まちづくりへの取り組み状況(まちづくりのイメージが策定されている)      （20 点） 

・地元関係者等の合意形成状況(事業化に対する認識が高い）              （20点） 

B  

（60 点） 

 
評 価 ABB 条 件 等 

判 断 
Ⅱ  

事業を実施 
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定性評価調書 

○自然環境保全 

内  容 

 

 

 

 

 

※ 動植物の保護、農地の保全、山地・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工法、対策、留意

事項を記載。 

 

○生活環境対策 

内  容 

大気汚染に配慮している事項（排ガス対策型建設機械の使用） 

リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用） 

バリアフリーに配慮している事項（透水性歩道舗装の採用、点字ブロックの設置） 

 

 

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項について、工

法、対策、留意事項を記載。 

 

○コスト縮減策 

内  容 

建設資材のコスト縮減策（再生材の積極的使用、建設副産物の有効活用） 

 

 

 

 

※ 再生材・発生材の使用等、具体的なコスト縮減策を記載。 

 

○その他 

内  容 

 

 

 

 

 

※ 特に記述することがあれば記載。 
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（都）大手口佐志線（5工区）【整備系】（街路整備事業）

唐津駅

西唐津小学校

大志小学校

曳山展示場
事業中箇所
（４工区）

西唐津駅

西唐津中学校

唐津市役所

唐津市保健サポートセンター

新規事業予定箇所
大手口佐志線（５工区）

凡例

（都）大手口佐志線

新規予定箇所

事業中箇所

完了箇所

8.4
1.2 3.0 3.0 1.2

18.0
4.5 1.5 3.0 3.0 1.5 4.5

（都）大手口佐志線（５工区）【整備系】（街路整備）

【事業概要】

・事業期間 Ｒ５～Ｒ１３（９ヶ年）

・総事業費 １，１５０百万円

・整備内容
歩道整備、無電柱化
延長 ２８０ｍ
幅員 車道 3.0m×2車線

歩道 4.5m×2（両側）

・第一次緊急輸送道路

【整備の必要性】
通勤通学時には多くの自転車・歩行者が通行するが、歩道が無く、自動車と輻輳し危険
な状態である。
また、沿線には電柱が立ち並び、通行空間及び景観の阻害要因となっているとともに、
大規模災害が起きた際には、電柱等が倒壊することにより道路が寸断し、第一次緊急輸送
道路としての機能を果たすことができない。

（現況） （整備後）

通学状況
（道路外へ退避）

自転車・歩行者と自動車 輻輳状況
（道路外へ退避）
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